
令和５年度 第８回半田市ｅモニター調査 

 

●ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に関する調査結果（市民協働課） 
・目的:市民等のワーク・ライフ・バランスに関する実態を調査し、今後の施策に反映するため。 

・実施期間:令和６年１月９日（火） ～ １月２３日（火） 

・回答数:２５７件 （ｅモニター登録者数:30１人） 

 
 

No.1 現在の就労状況について、お聞かせください。 
１．会社経営・自営 ２．正社員・正職員 ３．パート・アルバイト ４．派遣社員・派遣職員 ５．学生 

６．その他就労中 ７．就労していない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.2 就労している方に質問です。現在、働いている会社は有給休暇や育児休暇が取りやすい環境にあり

ますか。 

１．はい ２．いいえ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（17 件 7％） 

（89 件 35％） 

（５件 ２％） 

（76 件 30％） 

（3 件 1％） 

（2 件 1％） 

（65 件 25％） 

（152 件 79％） 

（40 件 21％） 



No.3  No.2 で「いいえ」と答えた方に質問です。なぜそのように感じますか。  

１．仕事が忙しい ２．会社の制度が整っていない ３．仕事を休むことで、今後のキャリアに影響する 

４．休みを取りにくい雰囲気がある ５．その他 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.4 仕事をするうえで、重視していることを３つまでお選びください。  

１．仕事内容に興味関心を持てること ２．仕事を通じた社会的貢献や社会とのつながりを実感できること 

３．自分自身の成⾧が実感できること ４．時間的余裕や精神的余裕を持って仕事をすること  

５．収入を得ること ６．地位を得ること ７．仕事以外のプライベートに支障が出ないようにすること  

８．特に重視しているものはない ９．その他 
 

 

  

（13 件 32％） 

（9 件 22％） 

（1 件 2％） 

（11 件 27％） 

（7 件 17％） 



No.5 就労していない方に質問です。現在、就労していない理由は何ですか。 

１．出産・子育て中 ２．自身の健康上の理由 ３．希望する労働条件に合った仕事がない 

４．仕事と家庭生活の両立が難しい ５．経済的に困っていない ６．家族の看護・介護  

７．定年を超えたため ８．就労したくない ９．その他  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.6 今後の就労について当てはまるものをお選びください。 

１．就労の希望や予定がある ２．就労の希望や予定はない  
 

（5 件 8%） 

（1 件 2%） 
（15 件 23%） 

（2 件 3%） 

（1 件 2%） 

（5 件 8%） 

（3 件 5%） 

（6 件 9%） 
（27 件 42%） 

（31 件 48%） 
（34 件 52%） 



No.7 就労について考えるうえで、不安に感じることはありますか。３つまでお選びください。 

１．希望する職種の仕事があるか ２．希望する勤務時間帯であるか ３．残業があるのではないか 

４．転職があるのではないか ５．子育てと両立できるか 

６．業務での高い専門知識やスキルが求められるのではないか ７．家族の看護・介護と両立できるか 

８．配偶者・パートナーや家族の理解と協力が得られるか ９．不安に感じることは特にない １０．その他 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.８ あなたにとって、働きやすいと思う職場はどのような職場ですか。あなたの考えに最も近いものを１つ

お選びください。 

１．人間関係が良好である ２．子育て・介護等と両立できる ３．労働時間が適切（残業が少ない） 

４．有給休暇や育児休暇が取りやすい ５．キャリアアップに向けた研修や制度が充実している ６．その他 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（8 件 3%） 

（7 件 3%） 

（20 件 8%） 

（21 件 8%） 

（57 件 22%） 

（144 件 56%） 



No.9 ワーク・ライフ・バランスについて、あなたの「理想」に最も近いものはどれですか。 

１．仕事を最優先する ２．家庭生活（家族団らん、家事、育児、介護、看護など）を最優先する 

３．個人生活（趣味、自己啓発、地域活動など）を最優先する ４．仕事と家庭生活を両立させる 

５．仕事と個人生活を両立させる ６．家庭生活と個人生活を両立させる 

７．仕事、家庭生活、個人生活の全てを調和させる ８．わからない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.10 ワーク・ライフ・バランスについて、あなたの「現実」に最も近いものはどれですか。 

１．仕事を最優先する ２．家庭生活（家族団らん、家事、育児、介護、看護など）を最優先する 

３．個人生活（趣味、自己啓発、地域活動など）を最優先する ４．仕事と家庭生活を両立させる 

５．仕事と個人生活を両立させる ６．家庭生活と個人生活を両立させる 

７．仕事、家庭生活、個人生活の全てを調和させる ８．わからない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2 件 1%） 

（82 件 32%） 

（14 件 5%） 

（14 件 5%） 

（58 件 23%） 

（20 件 8%） 

（66 件 26%） 

（1 件 0%） 

（23 件 9%） 

（18 件 7%） 

（10 件 4%） 

（16 件 6%） 

（69 件 27%） 

（15 件 6%） 

（67 件 26%） 

（39 件 15%） 



 

No.11 ワーク・ライフ・バランスについて、あなたは現状に満足していますか。 

１．とても満足している ２．まあまあ満足している ３．やや不満を感じている ４．とても不満を感じている 

５．わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.12 誰もがワーク・ライフ・バランスを実現するために、何が必要だと思いますか。特に重要と思われるも

のを 3 つまでお選びください。 

１．育児・介護休業などを利用しやすい制度が整っている ２．上司や同僚の理解 

３．子育て、介護、家事などに対する家族からの協力 ４．短時間勤務、フレックスタイムや在宅勤務の普及 

５．職場における業務分担の工夫 ６．⾧時間残業の削減 ７．育児・介護休業中の給付金の充実 

８．育児・介護等による休業がハンディとならない評価制度の導入  

９．育児・介護等に関するサービスの充実 １０．子育て・介護などによる退職後の再雇用制度の普及  

１１．その他 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15 件 6%） 

（23 件 9%） 

（17 件 7%） 

（75 件 29%） 

（127 件 49%） 



No.13 ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、半田市として力を入れていくべき取組は何だと思いますか。

特に重要と思われるものを 3 つまでお選びください。 

１．企業の管理職等を対象とするセミナーや講演会の実施 ２．自治体がワーク・ライフ・バランスを実践する 

３．市民や企業を対象とする相談窓口の設置  

４．ワーク・ライフ・バランスが進んでいる企業の事例を紹介する 

５．求職者や学生にワーク・ライフ・バランスが進んでいる企業の情報を提供する 

６．ワーク・ライフ・バランスが進んでいる企業を表彰する ７．保育所など子育て支援を拡充する 

８．介護施設やサービスの充実 ９．保育等に従事する人材の確保と待遇改善 

１０．子育てや介護で仕事を辞めた人の再就職支援  

１１．地域で子育てや介護支援に取り組む団体の育成・支援 １２．その他 
 


